
 

 

 
     

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDC通信では「Topic」として DC教育に関わる文部科学省等の国の動向も掲載していきます。今回は、吹

田市が DC 教育に取り組むきっかけとなった GIGA スクール構想について取り上げます。 

ICT 技術の社会への浸透に伴って、教育現場でも先端技術の効果的な活用が求められるようになったこと

から、令和元年１２月、文部科学省より全国の児童・生徒１人に１台の端末と高速ネットワークを整備する

GIGA スクール構想が発表されました。 

 

～１人１台端末は令和の学びの「スタンダード」～ 
令和元年（２０１９年） 文部科学省（一部抜粋） 

 Society5.０時代に生きる子供たちにとって、PC端末は鉛筆やノートと並ぶマストアイテムです。今や、仕事

や家庭でも、社会のあらゆる場所で ICT の活用が日常のものとなっています。１人１台端末環境は、もはや令

和の時代における学校の「スタンダード」であり、特別なことではありません。これまでの我が国の 150年に及

ぶ教育実践の蓄積の上に、最先端の ICT教育を取り入れ、これまでの実践と ICT とのベストミックスを図っ

ていくことにより、これからの学校教育は劇的に変わります。 

 この新たな教育の技術革新は、多様な子供たちを誰一人取り残すことのない公正に個別最適化された学び

や創造性を育む学びにも寄与するものであり、特別な支援が必要な子供たちの可能性も大きく広げるもので

す。                                    

 忘れてはならないことは、ICT環境の整備は手段であり、目的ではないということです。子供たちが変化を前

向きに受け止め、豊かな創造性を備え、持続可能な社会の創り手として、予測不可能な未来社会を自立的に

生き、社会の形成に参画するための資質・能力を一層確実に育成していくことが必要です。その際、子供たち

が ICT を適切・安全に使いこなすことができるようネットリテラシーなどの情報活用能力を育成していくことも

重要です。 

 

 

 

 

―吹田市としての GIGA スクール構想の捉え― 

GIGAスクール構想では、１人１台端末を学習用具として使用できることから、吹田市がこれまで取り組んで

きた人権教育、個別最適な学びをより充実できるのではないか、その結果、多様な子どもを誰一人取り残すこ

とのない学習環境を実現できるのではないかと捉えました。そしてこの理念を実現するためには、テクノロジー

を積極的に活用し、善き使い手となるための教育が必要であると考え、吹田市のこれまでの取組と親和性の

あるデジタル・シティズンシップ教育を取り入れることとしました。 

➡ここから吹田市における DC 教育の取組が Start‼ 

Suita Digital Citizenship 
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【編集後記】 

今回は、吹田市がなぜ DC 教育を取り入れたかについて取り上げました。今後は、授業実践や吹田市におけるそ

の他の教育活動との関連性についても紹介をする予定です。 

この通信を通して、市民教育である DC教育をより多くの方に知ってもらい、ともに学べるよう発信していきます。 

（文責：飯田）  

デジタル・シティズンシップ教育とは？ 

これまでの 

教育実践蓄積 
ICT  

学習活動の一層の充実 

主体的・対話的で深い学びの

視点からの授業改善 

今後通信を発行していくにあたり、DC 教育とは何かということについてここで確認をしておきたいと思い

ます。 

DC教育とは、現代社会が ICT機器やインターネットを抜きにして成り立たないことを前提に、

ウェルビーイングの視点から、それらを積極的に活用し、社会に参画するために必要な能力を

身に付ける教育です。 

授業では教材として取り扱っているエピソードを自分事として捉えながら、「立ち止まる」、「自分の感情

（気持ち）に向き合う」、「考える」、そして「行動にうつす」という４つのステップを通して学び、スキルと行動

を身に付けていきます。 
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吹田市では、令和 3年度より市内全小・中学校で他の自治体に先駆けて、デジタル・シティズンシップ教

育（以下、DC教育）に取り組んでいます。この SDC通信は、ＤＣ教育を吹田市で根付かせ、子供たちがＩＣ

Ｔのより善い使い手、デジタル市民、そして持続可能な社会の創り手となるよう、保護者、市民の方々と学び

を共有すること、そして学校における授業改善等、取組の充実を図っていくことを目的としています。 

通信では、GIGA スクール構想と同時に取り入れ、現在まで取り組んできた吹田市の DC 教育の歩みに

ついて、国の動向も踏まえながらお伝えします。また、授業実践に関する内容や子供・保護者の声も掲載す

る予定です。 

子供を取り巻く大人も含めて、一人でも多くの市民がより善い ICT の使い手となれるよう、ぜひご一読く

ださい。 

ＳＤＣ通信創刊!!!  

～より多くの方にデジタル・シティズンシップ教育を学んでもらうために～ 

本市では、DC 教育において大切にしたい考え方を３本柱

としてまとめています。この考え方は、各校に示しており、子供

たちにとっても ICT を活用するときの軸となる考え方になっ

ています。 

この３本柱に「SUN ネット端末※は学習用」を加えた４本

柱は、トラブルが生起した際にどの学校でも共通した指導を

行うための軸足となっています。 

 

立ち止まって考える 
（共感：相手の立場に立って）  

（ウェルビーイングの視点で）  

ICTを責任を持って積極的に使う 

インターネットの世界は公共の場 
（仮想空間も現実空間も同じ）  

デジタル・シティズンシップ教育の３本柱 

SUN ネット端末は学習用 
※吹田市における１人１台端末の呼称  

Topic 
国の動向 
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